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◆ プログラム◆ 
 
13:00～13:30 人工染色体技術の概要と将来展望 

 押村 光雄 先生 鳥取大学大学院医学系研究科 教授 
 

13:30～14:00 CYP3A-HAC マウスの作製と特徴 
         香月 康宏 先生 鳥取大学大学院医学系研究科 助教  

 

14:00～14:30 CYP3A-HAC マウスの薬物代謝特性と医薬品開発への利用の提言 
         千葉 寛 先生 千葉大学大学院薬学院 教授  

  ＜休 憩 15 分＞ 

 

14:45～15:15 高感度タンパクの絶対定量法による創薬研究の新基盤 
―CYP3A-HAC マウス研究への応用― 

      寺崎 哲也 先生 東北大学大学院薬学系研究科 教授 
ディスティングイッシュトプロフェッサー 

 

15:15～15:45 小腸代謝の種差とヒト小腸代謝の予測系の確立 

         久世 治朗 先生 大鵬薬品工業㈱ 飯能研究センター 

 

15:45～1615 「人工染色体技術を用いた医薬品開発」コンソーシアム設立趣旨 
堀江 透 先生 ディ・スリー研究所 代表取締役所長 

 
 

16:15～17:00  総合討論（45 分） 

 


